
遠賀町消防団

ポンプ操法福岡県大会へ！
●と　き　8月26日（日）午前9時～
●ところ　福岡県消防学校（福間）

遠賀町消防団『操法＝連蘭〃』
7月綴目働、水巻南中学校グラウンドで、遠賀郡

内消防団ポンプ車操法大会か行われ、遠賀町消防団
はgI慨の成果をいかんなく発揮し、見事に優勝しま

した。2年に1度の大会ですか一昨年の優勝に続い

て遺賢町消防団が初の郡二連覇を達成しました。
「ポンプ車操法」とは、火災時における消防ポン

プ自動車での現塀出勤時から水利確保、第一線、第
二線（ホース各三本）延長放水そして火災鎮火後に

おける使用消防器材の収納までをいかに短時間で、

的確な指令、伝達及び規律正しい共同操作かできる
かを競い合うものです。

選手のみなさんは、県大会で念願の上位入質を目
標に郡消防署員、団幹部の指導のもとで厳しい訓練
は耐えてがんばっています。

く都大会過去の優勝チーム〉
弱年　芦屋、57年　水巻、59年　遠賀

61年　芦屋、63年　遠賀、平成2年　遠賀
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▲遠賀高校で育てた苗を各地区公民館と

小中学校で心を込めて育ててもらって
います。国体期間中は色とりどりの花
が会場を一層華やかにするでしょう。

▼宿泊施設や町内の民泊家庭の一番の悩
みのたぬか選手の食事。でも、2回の
料理講習会を終えた皆さんは「なんと
かなりそうよ。」とひと安心。

▲国体を記念してのスポーツ熟もさかん

です。お隣りの芦屋町でデモンストレ
ーション競技として行われる「綱引き」

やリレーマラソン大会では選手と観客
か一体となってフィーバーしています。
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暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
と
の
は
か
暑
さ
厳
し
さ
折
、
皆
様
方
に
は
益
々
御
健

勝
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
皆
様
方
す
で
に
御
承
知
の
と
お
り
「
と
び
う
め

国
体
」
漕
艇
競
技
開
催
（
q
月
q
目
（
，
n
T
月
1
2
日
）
　
に
向

か
っ
て
絶
大
な
る
御
協
力
を
得
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
余
す
と
こ
ろ
一
カ
月
に
迫
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
た
め
全
国
各
地
か
ら
参
加

さ
れ
る
選
手
の
皆
様
が
、
日
原
か
ら
鍛
え
た
牧
を
十
分
に

発
揮
さ
れ
、
町
民
こ
ぞ
っ
て
友
情
を
温
め
合
う
よ
い
機
会

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
会
が
す
べ
て
の
方
々
に
生
涯
の
思

い
虫
と
な
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

町
民
各
位
に
は
、
早
く
か
ち
環
境
美
化
運
動
、
心
の
ふ

れ
あ
い
運
動
、
健
康
づ
く
り
運
動
や
、
民
泊
、
接
伴
、
管

偽
筆
に
町
民
総
参
加
の
も
と
で
御
協
力
い
た
だ
き
、
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
尚
一
層

「
明
る
く
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
に
邁
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

酷
暑
の
折
柄
、
ご
自
愛
、
ご
発
展
の
ほ
ど
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

遠
賀
町
長
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7月27日（金）午前8時から遠賀川駅前で遠賀町防犯

組合が暴追チラシとポケットティッシュを配布し暴力犯

罪の防止を訴えました。組合では今年度から防犯指導員

制度を導入し、町民のみなさんに自主防犯の実践的な指

導を行います。ご協力をお願いします。

日本語を勉強中の中国人研修生
12人が遠賀商中学校と交流会

7月6日（金）、遠賀商中学校の体育館で5・6時間目の授

業を利用して2年生全員と国際協力率楽団九州国際センターで

日本語を勉強中の中国人研修生成人が交流会を開きました。

学校側の歓迎のことばの後、研修生代表の季金良さんが「4

カ月しか日本語の勉強をしていないので思ったことが話せませ

んが、日本の将来はみなさんにかかっています。中国と日本が

仲良くしていけますように」と挨拶。それぞれの出身地の特色

をまじえた自己紹介もありました。この後、国語・社会・ゆと

りの時間で中国について事前学習した生徒たちが6班に分かれ

てのグループ交流会を開き、日本と中国の文化の遣いや共通点

について質問し、返ってくる答えを生徒たちは熱心に聞いてい

ました。閉会集会では記念品の交換などもあり、生徒たちは一

味違った授業に目を輝かせていました。

8月3日（金）、午前9時00分から中央公民館で小学

4年生以上の児童を対象に母と子の料理教室が開かれま

した。2年続けて参加した桑原リカちゃん（島期中4

年）は「家でも皿洗いや米ときを手伝っています。」

と、慣れた手つきで調理していました。

● いつも三，晃霊㊧泰参㊦ゐ　韓彊露　盤莞 
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▲
　
日
本
の
四
季
の
軟
や
中
国
の
歌

を
披
露
す
る
研
修
生
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今月の納税：町県民税（Ⅱ期）・国民健康保険税（Ⅱ期）
8月16日㈱～8月31日録

お問い合わせは……役場℡293－1234番

せ界恒久平和
への祈り

町内一斉にサイレンを鳴らします

広島・長崎の日から45年日の

夏を迎え、全国各地で平和への

取り組みが行われています。

遠賀町でも、戦没者・原爆死

没者のめい福と世界恒久平和へ

の祈りをこめて、サイレンを一

斉に鳴らします（1分間）。

8月15日　正午

（鴛謹告誇小のサイ）

芭
第
〇
謎
田

第
3
回
福
岡
県
建
築
住

宅
文
化
費
の
作
品
募
集

福
岡
県
で
は
、
建
築
住
宅
文
化
賞
の

対
象
と
な
る
建
築
物
や
い
え
な
み
を
募

集
し
ま
す
。
表
彰
は
個
々
の
建
築
物
を

対
象
と
す
る
建
築
住
宅
部
円
と
、
住
宅

団
地
や
町
並
み
な
ど
の
建
築
物
の
集
合

体
を
対
象
と
す
る
い
え
な
み
部
門
の
2

部
門
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
応
募
は
他

蘭
、
白
鴎
を
問
い
ま
せ
ん
。
募
集
の
受

付
け
期
間
は
8
月
1
日
（
水
）
か
ら
8

月
3
1
日
（
金
）
ま
で
で
す
。
詳
し
い
内

容
は
福
岡
県
建
築
住
宅
文
化
賞
事
務
局

℡
0
9
2
（
6
5
1
）
1
1
1
1
内
線

女
性
に
よ
る
『
住
ま
い
の
工

夫
』
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

1
0
月
は
住
宅
月
間
で
す
。
そ
こ
で
住

宅
月
間
実
行
委
員
会
で
は
、
よ
り
快
適

に
暮
ら
す
た
め
の
「
住
ま
い
の
工
夫
」

に
関
す
る
積
極
的
な
，
女
腹
の
ア
イ
デ

ア
〟
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
真
期
間
）
7
月
1
0
日
側
か
ら
8
月

3
1
日
㈲
ま
で
●
遍
樹
）
間
取
り
、
収
納

水
ま
わ
り
、
玄
関
、
外
ま
わ
り
な
ど
住

ま
い
の
工
夫
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
な
ら

何
で
も
結
構
で
す
。
た
だ
し
作
品
は
自

作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
●
応
募
方
法

）
A
3
サ
イ
ズ
程
度
の
画
用
紙
1
枚
に

住
ま
い
の
工
夫
の
ア
イ
デ
ア
を
、
略
図

と
飾
埠
な
文
革
で
説
明
し
て
く
だ
さ
い

ま
た
、
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

亀
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
1

枚
に
つ
き
作
品
1
点
に
限
り
ま
す
。

●
発
表
）
9
月
下
旬
（
入
賞
者
に
直
接

通
知
）
●
表
彰
・
賃
金
）
建
設
大
臣
賞

l
点
（
0
0
万
円
）
・
優
秀
賞
2
点
（
各

2
0
万
円
）
・
佳
作
m
点
（
各
5
万
円
）

●
応
需
・
問
い
合
わ
せ
先
）
〒
鵬
東
京

都
港
区
虎
ノ
門
2
i
I
3
I
i
8
住
宅
月
間

実
行
委
員
会
事
務
局
「
住
ま
い
の
工
夫
」

コ
ン
ク
ー
ル
係
℡
0
3
　
（
5
0
2
）

0

3

1

6

へ

平
成
3
年
度

産
経
新
聞
奨
学
生

産
経
新
聞
社
で
は
両
親
に
負
担
を
か

け
ず
。
自
分
の
カ
で
進
学
し
よ
う
〟
と

い
う
向
学
心
に
燃
え
る
青
年
た
ち
に
勉

学
の
道
を
開
く
た
め
、
奨
学
生
制
度
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
）
関
西
地
区
の
大
学
、
専

門
学
校
、
予
備
校
へ
進
学
を
希
望
す
る

2
2
歳
以
下
の
人
●
締
切
日
）
平
成
2
年

1
0
月
3
1
日
（
第
1
次
）
●
応
募
方
法
）

①
轍
曹
（
奨
学
会
指
定
）
⑧
健
康
診
断

書
⑧
調
査
書
か
成
鎖
証
明
番
の
各
1
通

を
韓
務
局
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
●

制
度
の
得
色
）
⑤
奨
学
金
は
毎
月
支
給

で
返
済
不
要
①
学
費
の
前
借
り
は
無
利

息
で
、
最
高
細
万
円
ま
で
⑤
仕
事
は
朝

・
夕
刊
の
配
達
で
、
1
日
5
時
間
以
内

④
労
働
保
険
、
交
通
傷
薯
保
険
、
火
災

保
険
な
ど
に
加
入
。
福
利
・
厚
生
は
万

全
で
す
。
●
問
い
合
わ
せ
・
案
内
書
申

し
込
み
先
）
〒
約
－
n
大
阪
市
北
区
梅

田
2
－
4
－
9
℡
0
0
（
3
4
3
）
1
2

2
1
産
経
新
聞
奨
学
会
へ

平
成
2
年
度

福
岡
県
行
政
書
士
試
験

●
受
験
資
格
）
⑤
学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
⑤
国
ま
た
は

地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
と
し
て
行
政

事
務
に
3
年
以
上
従
聾
し
た
人
な
ど
●

フ
ク
オ
カ

ラ
イ
ス
ガ
ー
ル

コ
ン
テ
ス
ト
0
0

福
岡
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
、
明
朗
か

つ
健
康
的
な
女
性
で
、
福
岡
県
産
米
〝
花

つ
く
し
〟
な
ど
の
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ
ガ
ー
ル
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〃
庶
事
資
格
　
福
岡
県
に
お
住
ま
い
の
1
8
歳
か

ら
2
5
歳
ま
で
の
独
身
女
性
で
、
米
消
費
拡

大
月
間
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
各
謹

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
人
。

S
応
募
方
法
　
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
勤
務
先
並
び
に
応
募
動
機
（
5
0

字
1
m
字
程
度
）
　
を
明
記
の
う
え
、
写
真

2
枚
　
（
全
身
及
び
上
半
身
・
ス
ナ
ソ
プ
写

真
大
）
　
を
添
え
て
、
下
記
の
宛
先
ま
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
8
1
0
福
岡
市
中
央
区
天
神
－
I
l
l
I
釦

天
神
エ
フ
ヒ
ル
3
F

「
フ
ク
オ
カ
・
ラ
イ
ス
ガ
ー
ル

コ
ン
テ
ス
ト
0
0
」
係

℡

0

9

2

へ

1

1

1

）

3

1

3

0

m
事
象
人
員

ミ
ス
・
フ
ク
オ
カ
・
ラ
イ
ス
カ
ー
ル
　
1
人

準
ミ
ス
・
フ
ク
才
力
・
ラ
イ
ス
カ
ー
ル
　
2
人

S
募
集
期
間
　
8
月
6
日
㈲
－
9
月
5
日
的

○
審
　
　
査

ハ
1
次
）
9
月
中
旬
（
書
類
選
考
）
幻
人
選
出

一
2
次
）
9
月
鮪
日
出
1
0
時
－
1
2
時（面接）

（
於
博
多
東
急
ホ
テ
ル
）

一
日
個
人
審
査
／
自
己
P
R
、
お
に
ぎ
り
の

握
り
方
、
お
米
に
関
す
る
質
疑
応
答

2
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ユ
ニ
ホ
ー
ム
審
査

○
富
　
　
合

ミ
ス
・
ラ
イ
ス
カ
ー
ル
／
1
0
万
円
と
副
費

（
福
岡
・
沖
績
往
復
航
空
券
）

率
ミ
ス
・
ラ
イ
ス
カ
ー
ル
／
5
万
円
と
到
着

（
福
岡
・
大
阪
往
復
航
空
券
）

●
主
催福

岡
県
米
消
費
拡
大
推
進
委
員
会



一束たれ元気人－

●採用職種と予定人員
一般事務職・…‥2人

●受験資格

昭和40年4月2日から昭和48年4

月1日までに生まれた日本国籍を

有する人。
●試験（莞一次試験）

と　き＝9月30日（日〉午前10時～

ところ＝水巻中学校

●受付期間

8月13日（月）から9月10日（月ほで。

郵送の場合は9月5日の消印まで

受け付けます。

●受験手続き

中込用紙を遠賀町役場企画課人事
係で交付します。必要事項を記入

して提出してください。

●申込み・問い合わせ先

〒81仁43遠賀町大字今古賀513

遠賀町役場企画課人事係
℡293－1234

●採用職種と予定人員
一般事務職……1人

●受験資格

昭和40年4月2日から昭和48年4

月1日までに生まれた日本国籍を

有する人。

●試験

と　き＝9月30日（日）午前10時～

ところ＝水巻中学校

●受付期間

8月20日（月）から9月10日（月ほで。

●受験手続き

申込用紙を組合総務課で交付します。

●問い合わせ先

〒81年43遠賀町大字今古賀806－3

遠賀・中間地域広域行政事務組合
総務課庶務係　℡293－3581

議結緯　第3回定期演奏会 
∴∴博：∴一∴ ＿〃 千・∴一∴ �軽挙揮狸－ �平成 �2年8月26日（日）隷フィルハーモニー寵楽団 慧…器誤霊霊謹…掌 リ期イベントホールト荒業謡諾舶 鑓80①（全席自由・均一料金）べ－トベン交番曲第3搬木棚「英雄」 
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賦
鹸
日
）
1
0
月
2
8
日
（
日
）
午
後
1
時

0
0
分
か
ら
●
賦
験
場
）
九
州
大
学
工
学

部
講
義
室
（
福
岡
市
東
区
箱
崎
6
丁
目

1
0
番
1
号
）
●
受
付
期
間
）
9
月
1
日

（
土
）
か
ら
9
月
2
0
日
（
木
）
ま
で
●

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
）
福
岡
県
総

務
部
地
方
課
行
政
係
℡
0
9
2
（
6
2

2

）

6

3

9

1

㊨
馳
9
時

在
宅
重
度
身
体
障
害
者

の
訪
問
診
董
（
相
談
）

巡
回
相
談
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し

い
在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
の
人
を
医

師
が
訪
問
し
て
診
重
し
ま
す
。

●
診
断
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
診

断
、
補
装
具
な
ど
の
診
断

そ
の
他
助
言
な
ど

●
期
日
　
　
9
月
下
旬

●
彫
師
医
師
　
渡
辺
外
科
医
院

渡
辺
　
正
　
先
生

希
望
さ
れ
る
人
は
8
月
柳
日
ま
で

に
、
役
場
福
祉
係
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4

建
築
協
定
書
の
縦
覧

建
築
基
準
法
第
花
祭
の
3
第
2
項
の

規
定
に
基
づ
く
建
築
協
定
菅
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
同
法
第
7
1
条
の
規
定

に
よ
り
公
告
す
る
と
と
も
に
建
築
協
定

書
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

●
建
築
協
定
の
名
称
）
パ
ス
コ
タ
ウ
ン

田
園
都
市
第
6
次
建
築
協
定

●
代
表
者
）
㈱
パ
ス
コ
代
表
取
締
役

中
島
清
治

●
縦
覧
場
所
）
遠
賀
町
役
場
建
設
課

●
縦
覧
期
間
）
8
月
1
6
日
（
木
）
ま
で

圏
幽
閉
園
田
開
閉

自
分
の
作
品
（
蕾
・
水
墨
画
）
を
自

分
の
手
で
表
装
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秋

の
遠
賀
町
文
化
祭
に
展
示
す
る
予
定
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
）
9
月
6
日
か
ら
1
0
月
2
5
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
（
計
8
回
）
午
前

9
時
か
ら
1
2
時
ま
で

●
会
場
）
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

●
着
飾
）
大
谷
忠
孝
氏
℡
（
2
8
3
）

●
申
込
み
先
）
遠
賀
町
中
央
公
民
館

℡

（

2

9

3

）

1

3

5

5

●
申
込
み
期
間
）
8
月
1
0
日
（
金
）
か

ら
8
月
3
1
日
（
金
）
ま
で

〔
風
脚
胤
圏

遠
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
講

師
を
お
招
き
し
て
高
齢
者
教
謎
講
座
を

開
き
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
会
貝
以
外
の

お
年
寄
り
の
人
も
是
非
お
来
し
く
だ
さ

い。●
と
き
）
8
月
2
5
日
（
土
）
午
前
9
時

0
0
分
か
ら
●
と
こ
ろ
）
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
●
請
師
）
佐
賀
県
神
埼
郡
浄
田

寺
住
職
　
藤
野
良
典
氏
●
瀧
田
）
2
1
世

紀
へ
向
け
で
の
生
き
方
●
問
い
含
あ
せ

連
絡
先
）
大
場
芳
郎
℡
（
2
9
3
）
0

2

6

0

曲
。
〔
週
給
周
囲
同
山
一
掃

国
営
－
U
樽
見
∞
…
り

●
か
な
緒
書
各
竃

長
崎
書
道
会
師
範

松
尾
古
経
（
福
治
）
松
ノ
本

℡
（
2
9
3
）
4
5
3
1

●
大
小
の
運
賃
だ
る
ま
各
種

九
州
彫
刻
家
連
盟
・
北
九
州
山
口
文

化
懇
談
会
会
員

境
　
貢
　
虫
生
活
新
屋
赦

℡

（

2

9

3

）

2

5

0

2



●　●　●　●　●　●　●

料内緒対地時期
毎亀

全容　晶者所同　日

●　●　●　●　●

内地受時期

害所付同　日

し尿・ゴミ収集の
お盆休み

8月14日㈹、15日㈱はし尿・

ゴミ収集はありません。15日が

粗大ゴミ収集日となっている地

区は変更がありますので広報7

月25日号をご覧になるか、後潟

保健衛生係にお問い合わせくだ
さい。

］囲 
壷萱墓 

鰐で詔 
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保
健
衛
生
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

℡
　
（
2
9
3
）
1
2
3
4
　
内
線
2
5
3

児
　
相
　
談

8
月
2
1
日
（
火
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時
5
0
分

中
央
公
民
範
　
和
室

生
後
1
カ
月
～
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
・
身
長
測
定

無
料

婦
　
相
　
談

8
月
2
2
日
（
水
）
9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

浅
木
公
民
館

●
虫
生
溝
・
芙
蓉

8
月
2
3
日
（
木
）
9
時
～
n
時

1
3
時
～
1
5
時

虫
生
津
公
民
館

●
遠
賀
川8

月
然
日
（
火
）
9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

町
公
民
館
　
別
館

8
月
紳
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
鳩
時
5
0
分

1
3
時
2
0
分
～
1
3
時
5
0
分

役
場
保
健
室

母
子
手
帳
の
交
付

産
前
産
後
の
知
識

妊
婦
体
操
と
お
産
の
補
助

動
作

印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
者

のみ）
無
料

総
合
検
診
の
結
果

通
知
に
つ
い
て

総
合
検
診
に
つ
い
て

検
診
の
結
果
通
知
の
発
送
は
、
受
診

さ
れ
て
か
ら
1
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す

が
、
2
カ
月
過
ぎ
で
も
通
知
が
な
い
と

き
に
は
、
役
場
保
健
衛
生
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
約
歳
未

満
）
の
み
受
診
さ
れ
た
人
の
結
果
に
つ

い
て
は
、
面
接
撮
影
の
必
要
の
あ
る
人

の
み
通
知
し
ま
す

総
合
検
診
が
左
記
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
内
容
・
料
金
な
ど

に
つ
い
て
は
役
場
保
健
衛
生
係
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
老
良

8
月
2
0
日
（
月
）
9
時
～
Ⅱ
時

老
良
公
民
館

●
浅
木

冷
房
で
縮
こ
ま
り
が
ち
だ
っ
た
血

管
を
広
げ
る
に
は
、
体
を
温
め
て
血

の
め
ぐ
り
を
よ
く
す
る
こ
と
が
大
切

”
土
　
　
で
す
。
お
ふ
ろ
は
少
し
熱
め
の
湯
に

今
回
は
前
号
に
引
き
続
き
、
夏
の
健

康
管
理
と
し
て
冷
房
病
と
そ
の
予
防
の

家
庭
編
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1
、
温
度
調
節
は
こ
ま
め
に
。

面
倒
く
さ
が
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

2
、
冷
房
の
効
い
て
い
る
部
屋
に
急
に

出
入
り
し
な
い
。

お
年
寄
り
の
場
合
は
特
に
危
険
で

す
。
冷
え
た
環
境
に
体
が
つ
い
て
こ

な
い
の
で
す
。
入
る
時
は
玄
関
口
な

ど
の
日
か
げ
で
体
の
ほ
て
り
を
と
っ

て
か
ら
入
り
ま
し
ょ
う
。
冷
房
の
効

い
た
部
屋
か
ら
外
へ
出
る
時
も
同
じ

こ
と
。
日
か
げ
で
、
部
屋
の
外
の
気

温
に
慣
れ
て
か
ら
、
さ
あ
出
発
…
。

3
、
軽
い
体
操
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
入
浴

で
体
の
調
子
を
整
え
る
。

入
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
は
末
梢
（
手
や
足
の
先
）

か
ら
心
臓
に
向
か
っ
て
、
く
る
く
る

と
な
で
上
げ
る
よ
う
に
す
る
と
、
む

く
み
も
と
れ
ま
す
。

4
、
寝
る
と
き
は
な
る
べ
く
冷
房
を
使

わ
な
い
。

夜
は
昼
間
ほ
ど
体
の
機
能
が
活
発

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
明
け
方

は
か
な
り
気
温
が
下
が
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
寝
苦
し
い
時
は
冷
房
よ
り

も
扇
風
機
、
そ
れ
も
体
に
直
接
風
を

あ
て
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ど
う
し
て
も
寝
苦
し
け
れ
ば
、
冷
房

は
タ
イ
マ
ー
を
利
用
し
て
、
眠
り
こ

む
ま
で
の
時
間
（
せ
い
ぜ
い
l
時
間
）

だ
け
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

②
お
わ
り
に

も
と
も
と
人
の
体
に
は
、
も
っ
て

生
ま
れ
た
冷
房
装
置
、
汗
を
出
す
し

く
み
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
夏
は
汗

を
か
い
て
涼
し
く
な
る
、
と
い
う
の

が
自
然
の
姿
な
の
で
す
が
、
日
本
の

夏
は
高
温
多
湿
で
す
の
で
汗
だ
け
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。そ

う
い
う
時
、
冷
房
は
と
て
も
便

利
で
す
。
要
は
冷
房
の
使
い
方
次
第
。

冷
房
病
の
予
防
に
心
が
け
、
人
と
冷

房
の
よ
い
関
係
を
保
っ
て
こ
の
裏
を

の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。


